
Title 英国の連立内閣
Sub Title
Author 山崎, 宗直

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1915

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.9, No.9 (1915. 9) ,p.1035(77)- 1042(84) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19150901-

0077

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


路
九
お

(10111

四)

雜

錄

む
ビ
き
は
却
て
苦
搞
を
感
す
る
に
狐
ぎ
な
く
な
る
い 

ふ
こ
ノ
レ
は
即
ち
欲

3
!

が
备
く
侧
满
め
點
に
遂
し
墙
大
し 

得
べ
き
最
大
最
高
の
吸
度
に
到
達
し
た
マ
し
ふ
こ
S
を 

示
す
の
で
れ
る
0
故
に
吾
人
は
同
，̂
分
®
ゆ
消
養
に
‘ょ 

ウ
て
威
す
る
享
樂
が
簿
>

」

な
る
の
.點
即
ち
財
の
限
界
效 

用
が
奪
ビ
な
る
の
點
を
指
し
て
欲
望
の
侧
滿
點(sati- 

.ety point) 

い
ふ
。
吾
人
がK

化
の
時
に
於
て
は
個 

々
の
欲
望
に
は
限
度
が
わ
る
ビ
云
ふ
め
は
此
の
故
で
れ 

る
。然

&
ぱ
個
々
の
欲
望
の
有
限
な
る
こ
ビ
か
ち
し
て
各 

糊
の
消
毅
は
グ
ご
れ
如
何
な
る
點
に
制
限
せ
ら
れ
细 

何
な
る
限
度
を
劍
せ
ら
る
か
マ」

い
ふ
に
、
：，前
^̂
も̂
述 

ベ
た
る
が
如
く
人
は
差
盤
を
追
求
し
差
益
の
最
も
大
な 

.ら
む
こ
マJ

を
浓
む
る
-も
の
で
わ
る
か
ら
ッ
' 財
か
光
分
に 

，存
す
る
限
り
は
差
盤
，の
得
ら
るyy

限
-

0.

消
費
行
®
は
織 

纖
せ
ら
れ
差
盤
の
得
ら
れ
ざ
る
に
及
ん
で
始
め
て
中
止 

せ
ら
れ
る
の
で
p

i

即
ち
差
益
の
將
に
奪
ご
な
ら
む 

.ざ
す
る
が
如
き
點
ま
で
繼
纖
せ
&
れ
て
を
れ
で
W
切
ど

I
m資
の
順
序
並
！

i

楓
度
に
脚
す
る
原
则
及
ぴ 

其
の
行
け
る
、
錯
级
じ
耽
て

.

.傘
丸
腐
.
.：，' 

:

，七
..，六. 

.

養
盤
.の
奪
S
な
る
®
®
ま
で
は
纖
續
せ
ら
れ
な 

い
マ
況
ん
や
を
れ
以
上
更
R
進
ん
で
纖
續
せ
ら
る
>
.
£ 

は
な
い
の
で
あ
る
.0,藍
し
消
費
行
腐
を
前
激
ま
で
織
續 

す
る
も
爲め

.：

R
毫
も
差
餘
總
量
の
播
加
を
來
さ
す
> 
後 

者
に
ま
で
及
ぽ
：
に
於
て
は
犧
牲
超
過
に
よ
る
苦
痛
の 

爲
め
に
却
て
差
錦
總
蠻
ゆ
.減
少
を
来
す
ら
で
わ
る
。
 

然
る
、に
此
の
限
界
點
た
る
差
盤
の
將
零
ビ
な
ら
む
ざ 

す
る
の
點
如
何
ご
い
，ふ
こ
ご
に
な
るVJ 
i

犧
牲
を
拂
ふ 

場4
i

ビ
柳
は
ざ
ふ
場
合
に
よ

タ
て
相
違
が
わ
る
。
.

§ 

ち
の
犧
牲
を
拂
は
ざ
る
場
合
に
於
て
は
奴
用
は
同
時
に 

差
盤
た
る
が
故
に
服
界
效
用
の
將
に
零VJ

な
ら
ん
：ビ
す 

る
の
點
が
悄
費
の
限
界g

v
j

な
る
。
前
桃
め
例
に
就
て 

云
へ
.，
ぱ

享

樂

，又

は

效

用

が

1

’/

」

な
る
の
點
ま
で
®
ち
七 

间
だ
け
消
費
が
繼
績
さ
れ
て
>
れ̂
で
中
止
さ
れ
る
0
是 

れ
消
質
の
限
躁
ゆ
第1:

の
®
余
で
れ
る
。
然
る
にS

犧 

牲
を
拂
ふ
場4

1

に
は
满
潮
の
眼
界
點
は
右
の
揚
分
よ
-
 ̂

も
犧
牲
の
分
同
，じ
群
皮
だ
け
高
く
な
る
。
前
の
例 

に
於
て
各
消
盤
お
货
に
對
し
て
2
苑
の
犧
柱
を
柳
ふ
も

缴

のW

す

る

ご

き

は

限

用

力

8
ビ
な
る
の
ま
で 

即
か
五
域W

ゆ
.溜
費
が
行
は
れ
か
れ
で
：中
止
さ
れ
を
0
バ
 

■
涨
錢§

脈
度
の
館1‘1

れ
揚
八n

で
れ
な
0
.
,

'消
撒
®
,膨
度
の
第T

§

場
金
は
前
飾
に
述
'ぺ
化
る
消 

0

M

S

第
.

1

が
域
会M

ち

&
然S

順
序
に
對
應 

し
\
前
潜
®
傲
！一
 
の
場<

ロ
は
後
激
の
第1

1

の
場
合
即
ち 

f
t海
■
顺
傲
ぬ
#

®
ホ
る
も
&
サ
お
る
が
"
前
述
の
如
. 

く
自
然
的
順
序
は
賞
は
經
海
的
順
瓶S

'
1

揚
<
«ざ
認3

 

ベ
か
サ
が
を
賺
じ
ぐ

"
第T

の
限
度
は
又
第11

か
限 

度
めT 
0

$

0

^
べ
き
で
み
る
か
ら
し
て 

>
> おn

人
は 

1

般
的
原
則
ビ
し
て
，.
消
費
'は
差
餘
の
將
に
奪
じ
な
£
 

れ
ど
ホ
る
の
®
を
以
て
'限
度
^
す
ご
a
ひ
得
み
の
で 

る
.
9 

「

未
完」

.

.；

英
國
の
聯
立
內
閣
，

$

崎
V-^i

直

'
 

I

緒

雷

®
ル
下
饼
苑
國
聯
立
内
隙
成
立
の
職
V
.
我

國

の

政

論
一 

界
は
之
に
關
し
膨
解
を
抱
お
激
涨
ほ

nN!

を
路
嫩
せ
し 

者
お
-
お̂

る

お

以

て

，！

‘之-̂
>徽

1
^

し
た
き
キ
^
ゎ
&
た
れ

ミ
せ
：し

が
 

> 今
や
闕
散
s
か̂
©
^
^
:
^
-
=
^
f
t

又
最
近
英
國
ょ 

タ
震
當
時
の
#

®
 

多

報

邀

に

膨

レ

れ

る
•
 

化
て
"
ポ
暮
タ
の
就
料
だ
癒S

數
百
每
問
に
於
げ
る

.
 

英
&
聯
立
內
»
の
歴
史
を
を
基
礎
&
し
で
之
が
論
評
を 

試
み
、ん 

；

 

、

一

i
r

聯
ホ一

内
闇
成
i
w
E關
す
為
鎮
解 

,#
1

部
ゆ
論
教
^4

-

囘
ゆ
黎
國 >1

閣
§

改
造
を
以
て 

卖
國
史
上nf^s

举

はあ
...

一
 #

か
：}■'ジ
W
:オ
ジ」

ニI,

此 

以
來
めM

來
I

レ
て
，
寞
國
歉
法
也.q

の

現

鬚
 

な
か
ぐ
云
か
ト
文
卿
の#
客
ホ
：保Jjr

的
英
國
民
に
し
て
"

第
i
 

- 

2 

O 

H 

S
 

0 

錄
：：

§

§

M

M

银
九

七

せ

tw
c
lw
v
/'/ 

•
;
1

.

IJ'

: ; 1

111
rf



II; i V
H ぐ

.
11 

1

I
略 if §1/

I

> 1；

；；i

:；.1|

i

；；i

4! Iテ 
1；
i

M

iC,
4|!

!r

W.

I；

射
九
#
 

(
1

O

H

S
辟

錄

第
九
號
.

'k

此
の
如
き一

大
改
辦
を
爲
す
"
之
れ
英
國
に
於
け
る
政
 

戴
政
治
に
對
す
る•1

新
機
軸
な
-
^
’
と
Q
彼
等
が
解
す
る
. 

政
黨
内
閲
ビ
は
"
，
所

謂

資

任

，內
.開
な
る
意
義
の
下
に> 

常
に
必
ら
す
議
會
に
多
數
を
占
む
る

)

政
脈
め
政
客
ょ 

組
織
せ
ら
れ
れ
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
ら
す
、
何

50

な 

れ
ぱ
若
し
斯
の
如
く
な
ら
ざ
る
時
は
内
閣R
全
體
が
，1 

心
同
體
ビ
な
-
て̂
協
同
"の
資
任
を
負
ひ
て
國
務
執
行
 

す
‘る
.こ
ぐJ

能
は
す
ビ
云
ふ
0.然
る
に
現
の
聯
立
內
閣

 

を
見
る
に
"
此

數

百

年

間

大

猿

只

な

ら

ざ

-
^
し

正

反

對

 

の
政
戴
の
倾
w

i
を
以
'て
組
織
せ
ら
る"' 
之
れ
政
黨
r
a 

開
に
か
ら
す
レ
て
所
肅
國
民
：

§

內

閣

な

々

"

何

ど

な

れ

 

は

政

開

はn
a

部
の
人
民
を
代
表
ホ
るt
e止 

全
國
民
を
代
敦
す
る
も
の
に
、-
ら

さ

れ

は

な

即

ち
 

之
れ
英
W
民
！̂
跋
黨
政
翁
の
現
今
の®
會
§

に
適
せ 

さ
る
'を
自
嚴
せX?

を
®
'明
せ
.る

も

の

な

-
^
、

之

れ

政

黨

 

身
、或
學
者
は
英
國
に
於
け
る
政
黨
 

巧
開
®
危
機V

い
題
じ
へ
遊
般
の
聯
，立
內
照
の
成
立
は
英
 

國
廣
法
史
上
の
最
も
不
可
思
鶴
の
事
情
に
し
て
"
之
れ

英
國
民
か
政
黨
&
.開
の
時
勢
.に
木
可
な
‘る
を
M
際
政
治

に
し
や
あ
&
廣M

治
の
本
場
本
源 

し：

英
國
に
於
旣
に
傲
怠
き
ぷ
時
に
當&
、
我
國
.に 

於
で
之
れ
實
現
を
嘴
ぶ
が
は
所
謂
撤
人
の
&
樂
淨
土
を

夢
む
の
類
な
-
V
V
J
O
.
,
.
:
.
.
. .
 

r

V
.我
輩
は
職
-
に

政

黨

政

沿

を

調

歌

す

る

者

に

，
^
ら

す 

又
勿
論
官
能
K

治

か

養

ど

棘
！
！

☆
る
者
に
わ
ら
す
、
如 

碑
な
る
政
暇
か
最
も
善
く
我
國
に
適
す
みS

-

に
關
し
て 

は
別
ゆ
2
|
,少
の
意
見
化
^
;
:し
"
"尙
又
普
5§
飘
國
に
於
て 

講
義
せ
ら
る
'、.
.英
國
憲
法
め
解
群E

#

し
て
少
な
か
ら
. 

ざ
る
異
議
を
唱
义
る
者
な
れ
と
？\此
等
の
後
順
次 

發
表
の
事VJ

レ
r
今
は
族
國
に
於
け
今
囘
の
聯
立rg 

閣
成
立
k
關
す
る
前
*

®
我
國
に
於
、け
る
論
評
は
大
に 

實
際
の
事
實
，に
反
卞
を
-も
の
か
る
を
指
摘
t
る

止

め

. 

ん
マJ
す
。m

聯
☆
內

闇

成

理

由

- 

前
述
の
我
國
の
論
者
の
主
張
の
誤
認
な
る >』

^
は
少 

し
く
英
國
.の
事
情
に
&
す
る
人
々
に
は
直
ち
に
明
白
な

■«; X

V-，

.

.一

：

昨
年
八
月
歐
洲
戰
郁
開
始
の
初
め
英
國
鶴
會
に
於
ヤ 

首
相
：：

:

ス

ク

スi,

及
外
相「

グ
レ
ー」

の
雨
氏
か
，
 

戰
爭
に
關
す
る
決
心
を
示
し
其
同
僚
の
ニ
閣
員
か
辭
職 

し
れ
る
時
、.
反
對
黨
の
®
軸
雄
か
政
庶
か
此
戰
爭
の
終 

局
の
目
的
を
速
ず
る
に
必
要
な
る
總
て
の
手
段
方
法
.
 ̂

g

す
る
，に
對
し
反
對
黨
は
全
戴1

政
し
て
之
を
擁
識
す 

.る
誇
宣
言
じ
ね
'る時

.
"

及
，

1

武
人
に
過
き
さ
る

「

キ
ッ 

t
ナ

r r;
i
,

將
車
か
陸
堪
大
g
み
任
せ
ら
れ
れ
る
時
、 

英
國
民
か
上
下
.1

致
し
擧
つ
て
之
讚
成
し
た
る
時
タ 

其
國
民
ぱ
旣
に
此
戦
银
に
對
す
る
決
心
，̂
示
し
"
其̂
國
. 

民
的
戰
報
な
る
事
を
自
覺
し
ゾ
事
實
上
國
民
的
內
閣
を 

組
織
せ
も

故
に
過
般
の
聯
立
內
閣
の
成
立
は
-
* .直
接 

政

黨

政

治

の

浪

長

に

は

何

等

の

關

係

な

く

"

只

英

國

は 

此
の
古
今
未
.曾
有
の
.大
戦
爭
中
は
之
に
釣
A
nふ
の
.大

決 

，心
を
爲
し
、」

切
從
來
の
國
內
の
政
報
を
中
止
し
V
戦 

爭
の
唯1

め
目
的
卵
ち
實
際
に
獨
逸
を
屈
服
し
、1

.:

時 

:ね
々W

も

「

武

斷

政

治

」

の

人

間

め

眞

實

の

幸

福

に

.反
す
る
所
以
を
世
界
に
吿
白
す
を
爲
：め
V 
.政
黨
政
派
に
關 

係
な
ぐ
、
.：維
粹
な
、るg

時
.

r
g

閣
組
織
せ
る
に
過
き
さ 

る
な
A
o
i
.
之
れ
英
國
.か
對
.

傲
國
及
對
奈
翁
戰
中 

實
行
せ
る
如
く>

本
戰
爭
の
終
局
の
目
的
を
達
す
る
迄 

は
此
後
此
戰
爭
に
し
て
ニ
！年
五
年
繼
續
す
る
も
俯
迄
W 

ふ
の
決
心
を
示
し
"

決
し
：て

r

分
け
の
，戰
带J

又
は 

「

不
霧
要
倾
の
平
和」

を
縮
結
せ
さ
る
をtt

■外

宣

言

，せ 

る
に
同
し
0
此
論
.結

は

英

國

離

會

及

其

他

，に

於

け

.

首 

相
"
外
柳
及
反
對
黨
倾
靴
の
論
說
及
信
書
を
讀
む
時
は 

直
ち
に
明
白
な
i
ビ
す
9

:

今

，同

の

戰

爭

，の

始

め

に

當

力

て

ゾ

英

國

政

麻

總

て

の 

論
爭
.的
政
治
問
題
は
此
戰
爭
ホ
は】

，切
織
會
の
識
事
に 

出
さ
t
る：

こ

と

を

宣

言

せ

，が

？

此

®
爭
中
の
唯I

の
間 

®
は
如
何
に
し
で
此
戰
爭：

の
終
局
の
目
的
を
達
す
る
や 

に
在
る
の
み
な
る
を
以
て
"
英

國

人

た

る

以

上

は

"

如 

何
な
る
政
派
に
屬
す
る
'者
ご
*
も
、
f
t閣
に
列
し
て
此 

戰
爭
の
目
的
を
遂
行
す
る
に
盡
力
す
る
に
於
て
何
等
：の 

心
配
あ
る
べ
き
替
な
し
0
其
後
、
戰
爭
の
發
展
に
從
ひ
、

，鶴
丸
愈

! 211
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錄
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內
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